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チャオ、顯進様。

お元気ですか？

「チャオ」という表現を使うのは、あなたを愛し、尊敬しているからです。

もし私が間違っていなければ、もうすぐ 56歳のお誕生日ですね。お誕生日おめでとう

ございます！

その特別な日にあたり、真のお父様のモスクワ訪問を記念して制作された『ピースメー

カー・アンド・ユニファイヤー』の記念版をお贈りいたします。

私はその行事に偶然参加できましたが、それはまさに真のお父様が数十年前に予言され

ていた「モスクワ大会」そのものでした。

これは、真のお父様と二世たちのためにあなたがして下さった全てに対する感謝の気持

ちを込めたささやかな贈り物です。どうぞお受け取りください。

また、1992年にバルセロナで開催されたパラリンピック大会に出場し、競技に挑む勇

気を与えて下さったことにも感謝しています。長い年月が経ちましたが、米国のパラリ

ンピック自転車チームの一員として銀メダルを獲得したそのレースは、今でも素晴らし

い思い出です。

数多くの他の功績の中でも、あなたは STFの訓練を通じて多くの二世たちが自分の限

界を超え、奉仕の仕方を学び、個人的な勝利を獲得できるように激励し、動機付けて下

さいました。幸いなことに、私の息子ミケランジェロと彼の妻エリカは STFを卒業し、

その訓練の価値を体現しています。彼らは夫婦で心を合わせて、二人の素晴らしい子供

を育てています。



しかし、今回この手紙をお送りする目的は、過去を振り返るだけでなく未来の状況を考

慮することにあります。

真のお父様が聖和されてから、私たちは皆大きな喪失感を感じています。その喪失感を

補うため、過去 7年間にわたり、私たちは毎晩集まって真のお父様のみ言葉を読み、

共に話し合ってきました。このグループは家庭連合のメンバーが中心ですが、他の UC

系グループのメンバーも参加しています。このグループ内で、また外の多くの人々とも

話す中で、皆が感じていることはほぼ同じです：誰もが真の家庭の兄弟たちが一つにな

って、真の家庭の姿を少しだけでも取り戻してほしいと願っています。

私たちは、真のお父様が聖和される前から真の家庭内で何が起こっていたのかを今では

知るようになりました。お母様の背信行為がどれほど真のお父様と真の家庭全体に壊滅

的な苦痛をもたらし、教会のコミュニティに衝撃波を走らせたかを理解しています。

しかし、真の家庭内の兄弟たちの分裂が継続している現状については、真のお父様も神

様もその解決の道を模索しておられるに違いないと思います。

お互いに対する非難や告発によっては、状況は改善されません。それらは、この世界の

未来のための神の業の鍵を握っていると私たちが信じている真の家庭の兄弟たちの間に、

より多くのとげとげしさと憎しみを生み出すだけです。

どの派に属していてもメンバーたちは皆、真のお父様と同様に真の子女様たちをも重要

な聖書的人物とみています。しかし、この分裂は静かに深刻な代償をもたらしています。

多くの人がこの状況を、命を徐々に失っていくような、ゆっくりとした出血にたとえて

います。それは、あの「大覚醒」以来もっとも活気に溢れていた宗教運動の一つを終わ

らせてしまうかもしれません。



この分裂をどう解決するのでしょうか？私たちは、海外のメンバーたちが血と汗と涙で

築いた資産を、世俗の裁判所に奪い取らせるのでしょうか？

残念なことに、歴史は、家庭の伝統と神のみ旨よりも地位や権力を優先した者たちに対

して、優しい目で見ることはないでしょう。

地上の財産、権力、社会的地位は、神の目にあっては極めて無意味なのです。

では、神は歴史を通じて何を求めてきたのでしょうか？神は、心情の壁を乗り越えるこ

とができる人々を求めてきました。イエスはそのような勝利者でした。真のお父様もそ

うでした。彼らは敵を抱きしめて、友人に変え、兄弟へと変えることができました。

あなたがたは、その勝利者である父親の息子ではないのですか？

私は、特にあなたが、國進氏と亨進氏と共に、同じ真のお父様の血を受け継ぐ兄弟とし

て、この地上における神の業の運命と未来を握っていると感じています。

私が話し合った多くのメンバーたちは、あなたがた 3兄弟が過去の不幸な出来事や困

難な状況を乗り越えて手を取り合い、何らかの妥協点を見出し、全員にとっての明るい

未来を徐々に計画していくという決意を固めてほしいと願っています。

それは素晴らしいことではないでしょうか？

神様は、真のお父様の犠牲的な条件に基づいてソビエト帝国の崩壊をもたらすために静

かに働いてこられたのと同様に、今は、無条件の一体化の礎を築く、あなたのようなチ

ャンピオンを探しておられます。その壮大な出来事は、歪んだ「独生女」神学に挑む基

盤となり、真のお父様の尊厳を、その勝利した子女たちの一体化を通じて取り戻すこと

ができるでしょう。

神様は、最も困難な心情的挑戦を乗り越えた者たちすべてに、驚くべき祝福を備えてお

られます。



これこそが、まさに世界が待ち望んでいるものです。

真のお父様は、どのような状況にあっても神の心情を第一に置き、大胆な行動を起こし、

真っ直ぐに敵に向かって行って、彼を抱きしめました。真のお父様は、拒絶や嘲笑や、

殺害の恐怖すらも乗り越えて、愛からそうされました。

真のお父様は、困難や挑戦に関わらず、神の勝利をもたらしました。ただそれが正しい

ことであるがゆえに、そうされたのです。

ヨハネの第一の手紙 2章

「光の中にいる」と言いながら、その兄弟を憎む者は、今なお、やみの中にいるのであ

る。兄弟を愛する者は、光におるのであって、つまずくことはない。兄弟を憎む者は、

やみの中におり、やみの中を歩くのであって、自分ではどこへ行くのかわからない。や

みが彼の目を見えなくしたからである。

マタイ伝 5:44とロマ書 12:14

しかし、わたしはあなたがたに言う。敵を愛し、あなたがたをののしる者を祝福し、あ

なたがたを憎む者に善を行い、あなたがたを悪用する者、あなたがたを迫害する者のた

めに祈りなさい。

ロマ書 12:20-21

むしろ、「もしあなたの敵が飢えるなら、彼に食わせ、かわくなら、彼に飲ませなさい。

そうすることによって、あなたは彼の頭に燃えさかる炭火を積むことになるのである」。

悪に負けてはいけない。かえって、善をもって悪に勝ちなさい。

私は特に何かを提案しているわけではありません。ただ、「真の兄弟」のうちの誰か一

人でも、過去のわだかまりを脇に置いて、最終的に神様と真のお父様の心情を和らげる

ような前向きな一歩を踏み出してくれることを願っているだけです。



最初の一歩がいつも最も困難です。しかし、文家の兄弟の中から一人の聖書的な人物が

立ち上がり、何か並外れたことを始めるための主導権を取るでしょう。

神様は、ご自身の愛する勇士たちが団結し、地上に天国を築くことが可能となるような

状況へと世界を導いていくのを、待ちきれずにおられます。

誰かがどこかで会話を始めなければなりません。そうであれば、それがあなたであって

はいけない理由はあるでしょうか？

敬意を込めて。

P.A.ベルトラミ

この考えを支持する何百人もの兄弟姉妹たちと共に。

追伸：この手紙は、他の二人の文家の兄弟にも送っていますので、あなただけを特別に

取り上げているわけではありません。チャオ！


